
(57)【要約】

スポーツ靴は、縦中心面（Ｍ）を基準として外側の区域

（ＺＥ）と内側の区域（ＺＩ）を有している。脚部ピー

ス（２０）がシェル（１０）の部分（１２）に重なって

配列されている。該部分（１２）は、脚部ピース（２０

）が中心面（Ｍ）に沿って規制された振幅の撓み運動を

その周りで行うことができる軸を画定する、それに結合

されている調節可能なヒンジ結合手段（５２、５３）を

有する。本発明は、選択的挿入を許し、次に前記ヒンジ

結合手段（５２、５３）の少なくとも１つをシェル（１

０）の前記上方に延在している部分（１２）に設けられ

ている嵌合座（３３、３４、３５、３６；３４’、３６

’）のいずれか１つにロックする、脚部ピース（２０）

の外面に設けられている手段を、重なり区域（ＺＥ、Ｚ

Ｉ）内に想定している。したがって、ヒンジ結合軸は、

使用者が必要とする時、靴の縦中心面（Ｍ）に対して少

なくとも２つの異なる角度位置（Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ

４）をとることができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
縦 中 心 面 （ Ｍ ） を 基 準 と し て 内 側 の 区 域 （ Ｚ Ｉ ） 及 び 外 側 の 区 域 （ Ｚ Ｅ ） を 有 す る 、 例 え
ば 、 ス ケ ー ト や 滑 降 ス キ ー 用 の 、 ス ポ ー ツ 靴 で あ っ て 、
脚 部 ピ ー ス （ ２ ０ ） は 、 シ ェ ル （ １ ０ ） の 上 方 に 延 在 す る 部 分 （ １ ２ ） に 重 な っ て 配 列 さ
れ て お り 、
こ の 部 分 （ １ ２ ） は 、 脚 部 ピ ー ス （ ２ ０ ） が 中 心 面 （ Ｍ ） に 沿 っ て 規 制 さ れ た 振 幅 の 撓 み
運 動 を そ の 周 り で 行 う こ と が で き る 軸 を 画 成 し て い る 、 部 分 （ １ ２ ） に 結 合 さ れ て い る 、
調 節 可 能 な ヒ ン ジ 結 合 手 段 （ ５ ２ 、 ５ ３ ） を 有 し 、
使 用 者 が 必 要 と す る 時 、 前 記 軸 が 中 心 面 （ Ｍ ） に 対 し て 少 な く と も ２ つ の 異 な る 角 度 位 置
（ Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ ） を 取 り 得 る よ う に 、 脚 部 ピ ー ス （ ２ ０ ） の 外 面 上 の 前 記 重 な
り 区 域 （ Ｚ Ｉ 、 Ｚ Ｅ ） 各 々 に は 、 選 択 的 挿 入 を 許 し 、 次 に ヒ ン ジ 結 合 手 段 （ ５ ２ 、 ５ ３ ）
の 少 な く と も １ つ を 、 シ ェ ル （ １ ０ ） の 前 記 上 方 に 延 在 す る 部 分 （ １ ２ ） に 設 け ら れ て い
る 嵌 合 座 （ ３ ３ 、 ３ ４ 、 ３ ５ 、 ３ ６ ； ３ ７ ； ３ ４ ’ 、 ３ ６ ’ ） の い ず れ か １ つ に ロ ッ ク す
る 手 段 （ ４ ２ 、 ４ １ ； ４ ７ ） が 設 け ら れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る ス ポ ー ツ 靴 。
【 請 求 項 ２ 】
ヒ ン ジ 結 合 手 段 （ ５ ２ 、 ５ ３ ） は 、 外 側 か ら 堅 い 挿 入 プ レ ー ト （ ４ ２ 、 ４ １ ； ４ ７ ） に 設
け ら れ て い る 貫 通 開 口 （ ４ ４ 、 ４ ６ 、 ４ ３ ） に 挿 入 さ れ る よ う に 設 計 さ れ て い る 細 長 い 本
体 で あ り 、 各 ヒ ン ジ 結 合 手 段 は 、 脚 部 ピ ー ス （ ２ ０ ） の 外 面 上 で 少 な く と も ２ つ の 異 な る
位 置 を と る こ と が で き 、 ヒ ン ジ 結 合 手 段 の 端 部 は 、 シ ェ ル （ １ ０ ） の 前 記 部 分 （ １ ２ ） に
設 け ら れ て い る 嵌 合 座 （ ３ ３ 、 ３ ４ 、 ３ ５ 、 ３ ６ ； ３ ７ ） の 一 つ に 係 合 し 得 る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス ポ ー ツ 靴 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 堅 い 挿 入 プ レ ー ト （ ４ １ 、 ４ ２ ） は 、 脚 部 ピ ー ス （ ２ ０ ） の 外 面 上 で 少 な く と も ２ つ
の 角 度 的 に 間 隔 を あ け ら れ て い る 位 置 を と る よ う に 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ に 記 載 の ス ポ ー ツ 靴 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 堅 い 挿 入 プ レ ー ト （ ４ １ ， ４ ２ ； ４ ７ ） は 、 脚 部 ピ ー ス （ ２ ０ ） の 外 面 上 で 少 な く と
も ２ つ の 直 線 的 に 間 隔 を あ け ら れ て い る 位 置 を と る よ う に 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ に 記 載 の ス ポ ー ツ 靴 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 堅 い 挿 入 プ レ ー ト （ ４ ７ ） が 、 脚 部 ピ ー ス （ ２ ０ ） の 外 面 上 で 垂 直 面 に 沿 っ て 少 な く
と も ２ つ の 直 線 的 に 間 隔 を あ け ら れ て い る 位 置 を と る よ う に 設 計 さ れ て い る 時 、 傾 斜 の 調
節 も 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ス ポ ー ツ 靴 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ヒ ン ジ 結 合 手 段 は 、 ネ ジ （ ５ １ 、 ５ ２ 、 ５ ３ ） で あ り 、
そ の 端 部 部 分 は 、 シ ェ ル （ １ ０ ） の 前 記 上 方 に 延 在 し て い る 部 分 （ １ ２ ） に 固 定 さ れ て い
る ネ ジ を 切 ら れ た 開 口 （ ３ ４ 、 ３ ６ 、 ３ ３ 、 ３ ５ ； ３ ７ 、 ３ ９ ； ３ ４ ’ 、 ３ ６ ’ ） に 螺 合
す る よ う に 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の ス ポ ー ツ
靴 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ネ ジ を 切 ら れ た 開 口 （ ３ ３ 、 ３ ５ 、 ３ ４ 、 ３ ６ ； ３ ４ ’ 、 ３ ６ ’ ） は 、 シ ェ ル （ １ ０
） の 前 記 上 方 に 延 在 す る 部 分 （ １ ２ ） に 固 定 さ れ て い る 堅 い プ レ ー ト （ ３ １ 、 ３ ２ ； ３ ７
） に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ス ポ ー ツ 靴 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ネ ジ を 切 ら れ た 開 口 は 、 シ ェ ル （ １ ０ ） の 前 記 上 方 に 突 出 し て い る 部 分 （ １ ２ ） に 固
定 さ れ て い る 、 フ ラ ン ジ 付 で 、 ネ ジ を 切 ら れ た ブ シ ュ （ ３ ７ ） か ら な る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ６ に 記 載 の ス ポ ー ツ 靴 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
（ 技 術 分 野 ）
本 発 明 は 、 ス ポ ー ツ 靴 、 例 え ば 、 ロ ー ラ ー ス ケ ー ト 用 に 使 用 さ れ る 靴 や ス キ ー ブ ー ツ 、 に
関 す る 。 こ の 靴 に は 、 脚 部 ピ ー ス を シ ェ ル に ヒ ン ジ 結 合 す る シ ス テ ム が あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 背 景 技 術 ）
簡 単 に 言 え ば 、 例 え ば 、 欧 州 特 許 公 開 公 報 第 ０ ， ５ ０ ２ ， ７ ９ ５ 号 明 細 書 及 び 欧 州 特 許 公
開 公 報 第 ０ ， ６ ７ １ ， １ ３ ４ 号 明 細 書 に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 種 の 靴 は 、 射 出 成 形 さ れ た
ポ リ マ ー 材 料 か ら な る ２ つ の 主 な 構 成 要 素 、 す な わ ち 、 よ り 堅 い 部 分 及 び ２ つ の 柔 ら か い
前 方 部 分 を 画 定 す る 足 を 挿 入 す る た め の 前 方 縦 ス リ ッ ト を 持 つ シ ェ ル 、 及 び 多 く の 場 合 前
方 部 分 と 後 方 部 分 に よ り 形 成 さ れ 、 ほ ぼ 使 用 者 の 踝 の 高 さ に 配 置 さ れ る 横 軸 周 り に シ ェ ル
に ヒ ン ジ 結 合 さ れ て い る 変 形 可 能 な 脚 部 ピ ー ス 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
構 成 要 素 の 点 か ら 言 え ば 、 ヒ ン ジ シ ス テ ム は 、 シ ェ ル の 一 部 を 覆 い 、 靴 の 縦 方 向 に 脚 部 ピ
ー ス の 角 （ 撓 み ） 運 動 を 許 す 脚 部 ピ ー ス が 配 置 さ れ て い る 内 側 の 区 域 と 外 側 の 区 域 と に 配
置 さ れ て い る 一 対 の リ ベ ッ ト か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
（ 背 景 技 術 ）
使 用 者 が 前 記 撓 み 運 動 の 大 き さ を 調 節 で き る 装 置 付 の 靴 は 、 既 知 で あ る （ 例 え ば 、 仏 国 特
許 公 開 公 報 第 ２ ， ６ ８ ２ ， ８ ５ ９ 号 明 細 書 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 調 節 の 可 能 性 は 、 ス ポ ー テ ィ な ス キ ー ポ ー ズ か ら く つ ろ い だ ポ ー ズ ま で 変 化 す る の に
必 要 と さ れ る 場 合 、 及 び ／ 又 は 場 所 （ 滑 降 コ ー ス 上 又 は 滑 降 コ ー ス 外 ） 及 び ／ 又 は 雪 の 状
態 （ 詰 ま っ た 雪 又 は 新 雪 ） の 変 化 が あ る と き に 、 疑 い も な く 有 利 で あ る 。 し か し 、 脚 が い
わ ゆ る 正 常 の 形 状 と は 異 な る 解 剖 学 的 形 状 を 持 つ 人 に と っ て は 何 の 助 け に も な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
要 す る に 、 曲 が っ た 脚 又 は 正 面 か ら 見 た と き 「 Ｙ 」 で な く て 「 Ｘ 」 形 状 を な す 脚 は 、 ス キ
ー や ス ケ ー ト の 「 エ ッ ジ を た て る こ と （ ｅ ｄ ｇ ｉ ｎ ｇ ） 」 の よ う な 、 頻 繁 に 起 き る 重 要 な
技 術 的 操 作 が 、 難 し く な け れ ば 、 実 行 す る の に 疲 れ る と い う 結 果 を 招 く 。 し か し 、 現 在 の
履 物 は 、 こ れ ら の 状 態 を 治 す こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ 発 明 の 開 示 ）
本 発 明 の 主 な 目 的 は 、 脚 部 ピ ー ス を シ ェ ル に ヒ ン ジ 結 合 す る シ ス テ ム が 、 使 用 者 の 脚 の 実
際 の 構 造 を も 考 慮 し て 調 節 さ れ 、 そ の 結 果 、 ス ポ ー ツ 訓 練 が 要 求 す る 種 々 の 演 習 中 に 生 じ
る 疲 労 が 、 解 剖 学 的 に 異 常 な 脚 で あ る 場 合 に お い て 、 取 り 除 か れ な い ま で も か な り 減 少 さ
れ 得 る ス ポ ー ツ 靴 を 提 案 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 主 な 典 型 的 特 徴 に よ れ ば 、 靴 の 縦 中 心 面 を 有 す る シ ェ ル の 脚 部 ピ ー ス の 横 ヒ ン ジ
結 合 軸 に よ り 形 成 さ れ る 角 度 の 調 節 を 許 す 手 段 を 備 え る こ の 種 の ス ポ ー ツ 靴 を 提 供 す る こ
と に よ り 、 こ れ ら の 及 び 他 の 目 的 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
限 定 さ れ な い 例 と し て 、 本 発 明 の 典 型 的 特 徴 及 び 利 点 を よ り 明 白 に 例 示 す る た め に 、 そ の
応 用 例 が （ 当 業 者 に と っ て 既 知 で あ る が 本 発 明 の 課 題 に と っ て は 重 要 で は な い 多 く の 細 か
な 事 項 を 除 い て い る ） 添 付 図 面 を 参 照 し て こ れ か ら 記 載 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ 好 ま し い 実 施 態 様 に 関 す る 詳 細 な 説 明 ）
図 １ 、 ２ は 、 簡 略 化 さ れ た 形 状 で あ る け れ ど も 、 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 用 語 に よ れ ば 、 ス
キ ー 靴 の 主 な 構 成 要 素 で あ る シ ェ ル １ ０ と 脚 部 ピ ー ス ２ ０ を 示 し て い る 。 シ ェ ル １ ０ は 、
使 用 者 の 足 を 受 け 入 れ る 第 １ 水 平 部 分 １ １ 及 び か か と を 保 持 す る た め に 上 方 に 延 在 す る 第
２ 部 分 １ ２ を 備 え て い る 。 ま た 、 脚 部 ピ ー ス ２ ０ は 、 既 知 の 固 定 装 置 が 設 け ら れ て い る ２
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つ の ほ お 部 （ ｃ ｈ ｅ ｅ ｋ ｓ ） ２ ７ ， ２ ８ 及 び 閉 止 用 細 片 ２ ９ Ａ 、 ２ ９ Ｂ ， ２ ９ ｃ を 備 え て
い る 。 脚 部 ピ ー ス ２ ０ は 、 シ ェ ル １ ０ の 部 分 １ ２ に 重 な っ て 配 列 さ れ 、 外 側 の 区 域 Ｚ Ｅ 及
び 内 側 の 区 域 Ｚ Ｉ に お い て 以 下 に 述 べ ら れ る 手 段 を 使 っ て 、 部 分 １ ２ に ヒ ン ジ 結 合 さ れ る
。 こ こ で 、 用 語 「 外 側 」 及 び 「 内 側 」 は 、 靴 の 縦 中 心 面 Ｍ を 基 準 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ 、 ３ に 示 さ れ る 第 １ の 実 施 態 様 に よ れ ば 、 脚 部 ピ ー ス ２ ０ を シ ェ ル １ ０ に ヒ ン ジ 結 合
す る シ ス テ ム は 、 区 域 Ｚ Ｅ に お い て 、 互 い に 後 方 に 配 列 さ れ て い る 第 １ 基 端 プ レ ー ト ３ ２
と 第 １ 末 端 プ レ ー ト ４ ２ と を 備 え る 。 基 端 プ レ ー ト ３ ２ は 、 シ ェ ル １ ０ の 部 分 １ ２ の 内 側
表 面 に （ 例 え ば 、 ポ リ マ ー 材 料 の オ ー バ ー イ ン ジ ェ ク シ ョ ン に よ り ） し っ か り と 保 持 さ れ
、 シ ェ ル １ ０ の 厚 さ 全 体 を 貫 通 す る ２ つ の ネ ジ を 切 ら れ た 穴 ３ ４ 、 ３ ６ が 設 け ら れ て い る
。 末 端 プ レ ー ト ４ ２ は 、 ２ つ の 貫 通 孔 ２ ４ 、 ２ ６ を 有 す る 脚 部 ピ ー ス ２ ０ の 見 え て い る 面
の 凹 部 内 側 に 、 そ の 操 作 を 許 す 若 干 の 遊 び を も っ て 、 ア ン ダ カ ッ ト ４ ２ ’ に よ り 保 持 さ れ
て い る 。 末 端 プ レ ー ト ４ ２ は 、 靴 の 外 側 に 向 け て 拡 開 し 、 図 ２ 、 ３ に 示 さ れ る 配 列 線 に 脚
部 ピ ー ス ２ ０ の 孔 ２ ４ と と も に 揃 え ら れ て い る 単 一 の 貫 通 孔 ４ ４ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ヒ ン ジ 結 合 シ ス テ ム は 、 区 域 Ｚ Ｉ に お い て 、 プ レ ー ト ３ ２ と ４ ２ に そ れ ぞ れ 全 く 同 じ で あ
る 第 ２ 基 端 プ レ ー ト ３ １ と 第 ２ 末 端 プ レ ー ト ４ １ と を 備 え て い る 。 基 端 プ レ ー ト ３ １ は 、
シ ェ ル １ ０ の 部 分 １ ２ の 内 側 表 面 に （ 例 え ば 、 ポ リ マ ー 材 料 の オ ー バ ー イ ン ジ ェ ク シ ョ ン
に よ り ） し っ か り と 保 持 さ れ 、 シ ェ ル １ ０ の 厚 さ 全 体 を 貫 通 す る ２ つ の ネ ジ を 切 ら れ た 穴
３ ３ 、 ３ ５ を 有 す る 。 末 端 プ レ ー ト ４ １ は 、 ２ つ の 貫 通 孔 ２ ３ 、 ２ ５ を 有 す る 脚 部 ピ ー ス
２ ０ の 見 え て い る 面 の 凹 部 内 側 に 、 そ の 操 作 を 許 す 若 干 の 遊 び を も っ て 、 ア ン ダ カ ッ ト ４
１ ’ に よ り 保 持 さ れ て い る 。 末 端 プ レ ー ト ４ １ は 、 靴 の 外 側 に 向 け て 拡 開 し 、 図 ２ に 示 さ
れ る 配 列 線 に 脚 部 ピ ー ス ２ ０ の 孔 ２ ３ と と も に 揃 え ら れ て い る 単 一 の 貫 通 孔 ４ ３ を 有 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
シ ス テ ム は 、 実 際 の 調 節 可 能 な ヒ ン ジ 結 合 手 段 と し て 、 基 端 プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ の 穴 ３ ３
、 ３ ５ 及 び ３ ４ 、 ３ ６ の ネ ジ と 同 じ ネ ジ が き ら れ て い る 一 対 の 皿 ネ ジ （ そ の １ つ だ け が 参
照 番 号 ５ ２ で 示 さ れ 、 図 １ 、 ３ に 示 さ れ て い る 。 ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 シ ス テ ム は 、 ネ ジ が 緩 む こ と を 妨 げ る 一 対 の 円 錐 状 ブ シ ュ を 備 え て お り 、 そ の １ つ
だ け が 参 照 番 号 ６ ２ で 示 さ れ 、 図 ３ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ブ ー ツ は 、 通 常 、 末 端 プ レ ー ト ４ １ 、 ４ ２ （ 以 下 、 ク レ ー ム に お け る 「 挿 入 手 段 」 と 簡 単
に 言 う 。 ） が 上 記 配 列 線 を 持 っ た 状 態 で 製 造 業 者 に よ り 供 給 さ れ る 。 区 域 Ｚ Ｅ に お い て は
、 ブ シ ュ ６ ２ に よ り 固 定 さ れ て い る ネ ジ ５ ２ は 、 第 １ 末 端 プ レ ー ト ４ ２ の 孔 ４ ４ と 脚 部 ピ
ー ス ２ ０ の 孔 ２ ４ と を 貫 通 し 、 第 １ 基 端 プ レ ー ト ３ ２ の 第 １ の ネ ジ を 切 ら れ た 穴 ３ ４ に 螺
合 し て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。 ま た 、 区 域 Ｚ Ｉ に お い て は 、 別 の ネ ジ （ 不 図 示 ） が 第 ２ 末 端 プ
レ ー ト ４ １ の 孔 ４ ３ と 脚 部 ピ ー ス ２ ０ の 孔 ２ ３ を 貫 通 し 、 第 ２ 基 端 プ レ ー ト ３ １ の 第 １ の
ネ ジ を 切 ら れ た 穴 ３ ３ 内 に 螺 合 し て い る 。 こ の よ う に し て 、 ２ つ の ネ ジ は 、 ネ ジ を 切 ら れ
た 穴 ３ ３ と ３ ４ の 中 心 線 を つ な ぎ 合 わ せ 、 シ ェ ル １ ０ 上 に お け る 脚 部 ピ ー ス ２ ０ の ヒ ン ジ
結 合 軸 を 画 定 す る 図 ２ の Ｘ １ に よ り 示 さ れ る 配 列 線 に 合 致 し て 揃 え ら れ て い る 。 し た が っ
て 、 製 造 業 者 に よ り 供 給 さ れ た 構 造 で は 、 ヒ ン ジ 結 合 軸 の 配 列 線 Ｘ １ が 後 ろ 側 に 設 定 さ れ
、 そ の 上 該 配 列 線 Ｘ １ が 、 構 造 的 に 正 常 な 、 す な わ ち 真 っ 直 ぐ な 、 脚 を 有 す る 使 用 者 用 に
作 ら れ て お り 、 ま た 配 列 線 Ｘ １ は 、 縦 中 心 面 Ｍ に 対 し 直 交 し て い る の で 、 ブ ー ツ は 、 該 ブ
ー ツ の 縦 方 向 に お け る 、 比 較 的 柔 軟 で 、 容 易 に 撓 み 易 い 、 シ ェ ル １ ０ 上 で の 脚 部 ピ ー ス ２
０ の 動 き を 許 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
し か し な が ら 、 本 発 明 の せ い で 、 シ ェ ル １ ０ 上 に お け る 脚 部 ピ ー ス ２ ０ の ヒ ン ジ 結 合 軸 の
別 の 配 置 を 得 る こ と も 可 能 で あ る 。 そ れ は 、 ブ ー ツ の 販 売 時 に お い て 、 以 下 の 通 り に 、 便
利 に ま た 容 易 に 調 節 さ れ 得 る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
仮 に 、 使 用 者 の 膝 が 外 側 に 捻 ら れ て い る と す る と 、 必 要 と さ れ る 操 作 だ け が 外 側 の 重 な り
区 域 Ｚ Ｅ に お い て 実 行 さ れ る 。 該 操 作 は 、 ブ シ ュ ６ ２ と 一 緒 に ネ ジ ５ ２ を 取 り 除 き 、 （ ア
ン ダ ー カ ッ ト ４ ２ ’ が 図 ３ に 示 さ れ る ア ン ダ ー カ ッ ト に 対 し 反 対 側 に 配 置 さ れ る よ う に ）
そ の 面 内 で １ ８ ０ ゜ ま で 第 １ 末 端 プ レ ー ト ４ ２ を 回 転 し 、 脚 部 ピ ー ス ２ ０ の 孔 ２ ６ を 貫 通
後 、 結 果 と し て 、 ネ ジ ５ ２ が 基 端 プ レ ー ト ３ ２ の 第 ２ の ネ ジ を 切 ら れ た 穴 ３ ６ 内 に 螺 合 す
る よ う に 、 ブ シ ュ ６ ２ と 一 緒 に ネ ジ ５ ２ を 前 記 末 端 プ レ ー ト ４ ２ の 貫 通 孔 ４ ４ 内 に 再 挿 入
す る こ と に あ る 。 結 果 と し て 、 ２ つ の ネ ジ の 軸 は 、 ネ ジ を 切 ら れ た 穴 ３ ６ と ３ ３ の 中 心 を
結 ん で 、 シ ェ ル １ ０ の 脚 部 ピ ー ス ２ ０ の ヒ ン ジ 結 合 軸 を 再 度 画 定 す る 配 列 線 Ｘ ２ に 揃 え ら
れ る 。 配 列 線 Ｘ ２ は 、 縦 中 心 面 Ｍ に 対 し て 傾 斜 角 α を な し 、 ス キ ー の 先 端 を 広 げ る 前 記 脚
構 造 の 生 来 の 性 向 に 対 抗 す る こ と が 明 白 で あ る ブ ー ツ の 第 ２ の 構 造 を 作 り 出 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ れ に 対 し て 、 仮 に 、 使 用 者 の 膝 が 内 側 に 捻 ら れ て い る と す る と 、 （ 図 ２ 、 ３ に 示 さ れ る
ブ ー ツ 製 造 業 者 に よ り 供 給 さ れ る 構 造 に 関 し て 再 度 ） ブ ー ツ の 構 造 を 変 更 す る た め に 必 要
と さ れ る 操 作 だ け が 内 側 の 重 な り 区 域 に お い て 実 行 さ れ る 。 該 操 作 は 、 ま さ に 上 述 さ れ た
操 作 に 対 応 す る 。 対 応 す る ブ シ ュ と 一 緒 に ネ ジ が 末 端 プ レ ー ト ４ １ か ら 実 際 に 取 り 外 さ れ
る 。 次 に 、 末 端 プ レ ー ト ４ １ が そ の 面 内 で １ ８ ０ ゜ ま で 回 転 さ れ る 。 最 後 に 、 脚 部 ピ ー ス
２ ０ の 第 ２ の 孔 ２ ５ を 貫 通 後 、 ネ ジ が 基 端 プ レ ー ト ３ １ の 第 ２ の ネ ジ を 切 ら れ た 穴 ３ ５ に
螺 合 す る よ う に 、 ブ シ ュ と 一 緒 に ネ ジ が プ レ ー ト ４ １ の 孔 ４ ３ 内 に 再 挿 入 さ れ る 。 ネ ジ を
切 ら れ た 穴 ３ ４ と ３ ５ の 中 心 線 を 結 ぶ 、 脚 部 ピ ー ス ２ ０ を シ ェ ル １ ０ 上 に ヒ ン ジ 結 合 す る
軸 は 、 し た が っ て 、 ブ ー ツ の 第 ３ の 構 造 を 作 り 出 す 、 傾 斜 角 β を 有 す る 配 列 線 Ｘ ３ を と る
。 傾 斜 角 β は 、 縦 中 心 面 Ｍ に 対 し て 傾 斜 角 α と 逆 傾 斜 で あ る の で 、 ブ ー ツ の こ の 第 ３ の 構
造 が 、 ス キ ー の 先 端 を 互 い の 方 向 に 進 み 寄 せ る 、 脚 の 上 述 さ れ た 解 剖 学 的 構 造 を 有 す る 人
の 生 来 の 性 向 に 対 抗 し て い る こ と は 明 白 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 は 、 ま た 、 上 述 さ れ た 一 連 の 操 作 両 方 を 実 行 す る こ と に よ り 、 シ ェ ル 上 へ の 脚 部 ピ
ー ス の ヒ ン ジ 結 合 を 調 節 す る さ ら な る 可 能 性 を 提 供 す る 。 こ の よ う に し て 、 ネ ジ を 切 ら れ
た 穴 ３ ６ と ３ ５ の 中 心 線 を 結 ぶ 、 シ ェ ル １ ０ 上 の 脚 部 ピ ー ス ２ ０ の ヒ ン ジ 結 合 軸 は 、 図 ２
に Ｘ ４ で 示 さ れ て お り 、 縦 中 心 面 Ｍ に 直 交 し て い る が ブ ー ツ の か な り 前 進 し た 位 置 に 配 置
さ れ て い る 配 列 線 を と る 。 ヒ ン ジ 結 合 軸 の こ の 配 列 線 は 、 結 果 と し て 、 構 造 学 的 に 正 常 な
脚 を 有 し 、 脚 部 ピ ー ス の 比 較 的 硬 目 の 撓 み を 好 む 使 用 者 に 特 に 適 し た ブ ー ツ の 構 造 と な る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 第 ２ の 実 施 態 様 が 、 図 ４ に 示 さ れ て い る 。 該 図 ４ に お い て 、 便 宜 上 、 上 に 述 べ ら
れ た 第 １ の 実 施 態 様 と 変 わ ら な い 部 分 は 、 同 じ 参 照 番 号 の ま ま で あ る 。 例 え ば 、 外 側 の 重
な り 区 域 Ｚ Ｅ に お い て 、 基 端 プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ 各 々 は 、 シ ェ ル １ ０ の 部 分 １ ２ の 厚 さ 全
体 を 貫 通 し 、 前 記 部 分 １ ２ に 保 持 さ れ て い る 、 ２ つ の フ ラ ン ジ 付 き で ネ ジ を 切 ら れ た 円 筒
状 ブ シ ュ ３ ７ に こ こ で は 取 り 替 え ら れ て い る 。 さ ら に 、 末 端 プ レ ー ト ４ ２ と 、 内 側 に そ れ
が 収 容 さ れ て い る 脚 部 ピ ー ス ２ ０ の 下 に 横 た わ る 凹 部 と は 、 参 照 番 号 ４ ４ 、 ４ ６ 及 び ２ ４
、 ２ ６ に よ り そ れ ぞ れ 示 さ れ て い る 、 １ つ だ け で は な く ２ つ の 一 直 線 に 揃 え ら れ た 貫 通 孔
を 有 す る 。 図 ４ は 、 ネ ジ が 緩 む こ と を 妨 げ る 、 対 応 す る 円 錐 状 ブ シ ュ ６ ２ 、 ６ ３ と と も に
、 （ 使 用 者 が 望 め ば ） シ ェ ル １ ０ 上 へ の 脚 部 ピ ー ス ２ ０ の ヒ ン ジ 結 合 を 全 体 的 に ロ ッ ク す
る よ う に 、 各 ブ シ ュ ３ ７ に 螺 合 す る ２ つ の ネ ジ ５ ２ 、 ５ ３ を 示 し て い る 。 言 い 換 え る と 、
本 発 明 の 本 実 施 態 様 に お い て は 、 ブ ー ツ は 、 第 ５ の 構 造 を と る 。 さ ら に 上 記 し た 他 の ４ つ
の 構 造 を 得 る た め に は 、 区 域 Ｚ Ｅ 及 び Ｚ Ｉ 各 々 に お い て １ つ だ け の ネ ジ を 使 用 し 、 雪 が ブ
ー ツ 内 に 入 っ て く る こ と を 防 止 す る た め に 、 使 用 さ れ な い 孔 を 、 好 ま し く は 製 造 業 者 に よ
り 供 給 さ れ る 栓 （ ｓ ｔ ｏ ｐ ｐ ｅ ｒ ） ５ ４ で 、 塞 ぐ だ け で 十 分 で あ る 。 実 用 的 な 利 用 の 観 点
か ら 、 こ の 第 ２ の 実 施 態 様 に よ り 提 供 さ れ る さ ら な る 利 点 は 、 ブ ー ツ の あ る 構 造 か ら 別 の
構 造 に 変 え る た め に 、 末 端 プ レ ー ト を そ の 面 内 に お い て 回 転 す る 必 要 が な い と 言 う 事 実 に
あ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 の 第 ３ の 実 施 態 様 は 、 該 実 施 態 様 が 、 シ ェ ル １ ０ 上 の 脚 部 ピ ー ス ２ ０ に 対 す る 実 際
の 調 節 可 能 な ヒ ン ジ 結 合 手 段 を 形 成 す る ネ ジ ５ ２ 及 び ／ 又 は ５ ３ を 挿 入 す る 手 段 と し て 、
図 ５ に 参 照 番 号 ４ ７ で 示 さ れ る よ う な 末 端 プ レ ー ト を 、 区 域 Ｚ Ｅ 及 び Ｚ Ｉ に お い て 、 想 定
す る と 言 う 点 で 、 こ れ ま で の 実 施 態 様 と は 異 な る 。 プ レ ー ト ４ ７ は 、 内 側 に 前 記 プ レ ー ト
が 収 容 さ れ て い る 凹 部 内 で 、 脚 部 ピ ー ス ２ ０ に 設 け ら れ て い る 、 垂 直 に 細 長 い 鳩 目 （ ｅ ｙ
ｅ ｌ ｅ ｔ ｓ ） ２ ８ 、 ２ ９ と 関 連 し て い る ２ つ の 貫 通 孔 ４ ４ 、 ４ ６ を 有 す る 。 そ の 結 果 と し
て 、 第 ２ の 実 施 態 様 の ５ つ の 構 造 に 加 え て 、 こ の 方 法 で は 、 シ ェ ル １ ０ 上 の 脚 部 ピ ー ス ２
０ の ヒ ン ジ 結 合 軸 を （ 内 側 に ネ ジ が 螺 合 す る シ ェ ル １ ０ の 部 分 １ ２ の ネ ジ が 切 ら れ た 穴 ３
４ 、 ３ ６ 又 は ３ ７ の 中 心 線 と 常 に 一 致 し つ つ ） 垂 直 に 移 す こ と も 可 能 と な る 。 垂 直 方 向 の
可 能 な 移 動 量 は 、 細 長 い 鳩 目 ２ ８ 、 ２ ９ の 偏 心 度 Ｄ に 相 当 す る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の こ
の 第 ３ の 実 施 態 様 は 、 シ ェ ル 上 へ の 脚 部 ピ ー ス を ヒ ン ジ 結 合 を 調 節 す る の に 使 用 さ れ る 前
記 手 段 が 、 ま た 、 ブ ー ツ の い わ ゆ る 「 傾 斜 」 の 調 節 を も 許 す と 言 う さ ら な る 利 点 を 提 供 す
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
特 殊 目 的 の 手 段 を 追 加 す る こ と な く 、 靴 の 「 傾 斜 」 が 調 節 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 本 発 明
の 第 ４ の 実 施 態 様 は 、 今 度 は 、 図 ６ に 参 照 番 号 ３ ８ で 示 さ れ る よ う な 基 端 プ レ ー ト の 使 用
を 予 想 す る 。 該 基 端 プ レ ー ト は 、 脚 部 ピ ー ス に 面 し て 向 け ら れ て い る 側 に 、 こ の 場 合 も 対
応 す る 末 端 プ レ ー ト の 孔 を 経 由 し て 挿 入 さ れ る ネ ジ （ 不 図 示 ） と 螺 合 す る よ う に 設 計 さ れ
て い る そ れ ぞ れ ネ ジ を 切 ら れ た 穴 ３ ４ ’ 、 ３ ６ ’ が 設 け ら れ て い る ２ つ の 突 出 体 （ ｌ ｕ ｇ
ｓ ） ３ ９ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 の こ と か ら 、 本 発 明 の 主 な 利 点 が 、 こ こ で 検 討 さ れ た タ イ プ の 靴 に と っ て こ れ ま で 可
能 で は な か っ た 調 節 に あ り 、 購 入 時 に 永 続 的 な 方 法 で 、 ま た ネ ジ 回 し の よ う な 簡 単 な 工 具
を 用 い て 調 節 を 実 行 す る こ と が で き る こ と が わ か る 。 靴 の あ る 構 造 か ら 別 の 構 造 へ 移 行 す
る こ と が で き る 手 段 は 、 こ れ は こ れ で 、 非 常 に 簡 単 で 、 こ の 履 物 の 製 造 に 使 用 さ れ る 最 新
の 技 術 に 完 全 に 適 合 し 、 後 者 の 製 造 コ ス ト を 大 き く 増 大 さ せ な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 し た 実 施 態 様 に 加 え て 、 以 下 の よ う な 本 発 明 の 他 の 変 化 や 実 施 態 様 が ク レ ー ム の 保 護
の 範 囲 内 で 展 開 さ れ 得 る こ と は 明 白 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
基 端 プ レ ー ト は 、 必 要 に 応 じ て 靴 の 縦 中 心 軸 に 対 し て 傾 け ら れ て い る 面 に も シ ェ ル 上 の 脚
部 ピ ー ス の 回 転 軸 の 可 能 な 限 り の 配 列 線 を 増 や す よ う に ネ ジ を 切 ら れ た 穴 が ２ 以 上 存 在 す
る た め に 、 ほ ぼ 円 形 で あ る 。 変 形 例 と し て 、 シ ェ ル の 内 面 に 固 定 さ れ た 多 数 （ ２ 以 上 ） の
フ ラ ン ジ つ き で ネ ジ を 切 ら れ た ブ シ ュ を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る こ と は 明 白 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
末 端 プ レ ー ト は 、 靴 の 縦 中 心 面 Ｍ に 対 し て ヒ ン ジ 結 合 軸 の あ る 角 度 の 配 列 線 か ら 別 の 角 度
の 配 列 線 に 変 更 す る よ う に 脚 部 ピ ー ス の 外 面 上 を 水 平 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
皿 状 の 拡 開 頭 を 持 つ ネ ジ 以 外 の ヒ ン ジ 結 合 手 段 、 例 え ば 、 円 錐 形 の ピ ン 等 、 が 使 用 さ れ 得
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
ス キ ー 用 靴 の 簡 略 化 し た 側 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】
シ ェ ル と 脚 部 ピ ー ス を ヒ ン ジ 結 合 す る 手 段 の 第 １ の 実 施 態 様 を 強 調 す る よ う に 、 縦 中 心 面
に 直 交 す る 水 平 面 に 沿 っ て 上 か ら 及 び 部 分 的 に 断 面 さ れ た 同 じ 靴 を 示 す 別 の 簡 略 化 し た 図
で あ る 。
【 図 ３ 】
図 ２ の 断 面 で 示 さ れ る 部 分 の い く つ か の 細 か い 部 分 を 拡 大 し て 示 し て い る 。
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【 図 ４ 】
図 ３ と 同 じ で あ る が 、 前 記 ヒ ン ジ 結 合 手 段 の 第 ２ の 実 施 態 様 を 示 す 。
【 図 ５ 】
前 記 ヒ ン ジ 結 合 手 段 の 第 ３ の 実 施 態 様 が 提 供 さ れ て い る 靴 の 部 分 側 面 図 を 拡 大 し て 示 す 。
【 図 ６ 】
前 記 ヒ ン ジ 結 合 手 段 の 第 ４ の 実 施 態 様 の 詳 細 を 拡 大 し た 立 体 図 を 示 す 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 14年 6月 10日 (2002.6.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
要 す る に 、 曲 が っ た 脚 又 は 正 面 か ら 見 た と き 「 Ｙ 」 で な く て 「 Ｘ 」 形 状 を な す 脚 は 、 ス キ
ー や ス ケ ー ト の 「 エ ッ ジ を た て る こ と （ ｅ ｄ ｇ ｉ ｎ ｇ ） 」 の よ う な 、 頻 繁 に 起 き る 重 要 な
技 術 的 操 作 が 、 難 し く な け れ ば 、 実 行 す る の に 疲 れ る と い う 結 果 を 招 く 。 し か し 、 現 在 の
履 物 は 、 こ れ ら の 状 態 を 治 す こ と が で き な い 。
以 下 の 文 献 も 、 従 来 技 術 の 状 態 を 代 表 す る も の と し て 述 べ て お く だ け の 価 値 が あ る 。
米 国 特 許 第 Ａ － ４ ９ １ ６ ８ ３ ５ 号 明 細 書 に お い て は 、 ス キ ー ブ ー ツ の 脚 部 ピ ー ス （ シ ャ フ
ト ） が 、 横 軸 に 沿 っ て 整 列 さ れ た 一 対 の ヒ ン ジ 結 合 手 段 に よ り 、 シ ェ ル に 連 結 さ れ 、 可 撓
性 の 帯 片 の 形 状 を し た あ ぶ み （ ａ  ｓ ｔ ｉ ｒ ｒ ｕ ｐ ） に よ り 互 い に 連 結 さ れ て い る 。 前 記
ヒ ン ジ 結 合 手 段 は 、 脚 部 ピ ー ス に 対 し て 固 定 さ れ て い る が 、 シ ェ ル に 対 し て 実 質 的 に 垂 直
方 向 に 位 置 を 変 え ら れ る こ と が 可 能 で あ る 。
米 国 特 許 第 Ａ － ４ ６ ０ １ １ １ ８ 号 明 細 書 に お い て は 、 脚 部 ピ ー ス （ ブ ー ツ 脚 部 ） に 連 結 さ
れ て い る ブ ロ ッ ク と シ ェ ル （ ブ ー ツ 本 体 ） に 連 結 さ れ て い る ブ ロ ッ ク が 、 バ ネ 座 金 と 協 働
し て 、 ブ ー ツ 本 体 に 対 す る ブ ー ツ 脚 部 の 垂 直 変 位 及 び ブ ー ツ 本 体 に 対 し て 調 整 さ れ る ブ ー
ツ 脚 部 の 側 部 傾 斜 を 許 す 共 通 の ピ ン を 有 し て い る 。 こ の よ う な 方 法 で 、 ブ ー ツ は 、 ス キ ー
ヤ ー が ブ ー ツ の 先 端 に 向 け て 脛 骨 を 前 方 に 持 っ て く る こ と が で き る よ う に 、 下 肢 形 態 に 順
応 可 能 で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 角 度 調 節 が 、 ブ ー ツ の 縦 中 心 面 に 平 行 で あ る 概 ね 垂 直 な 平
面 に お い て 可 能 で あ る 。
欧 州 特 許 第 Ａ － ０ ７ ７ ５ ４ ５ ４ 号 明 細 書 に お い て は 、 脚 部 ピ ー ス を ス キ ー ブ ー ツ の シ ェ ル
に 連 結 す る ヒ ン ジ が 、 脚 部 ピ ー ス の 角 度 調 節 を ブ ー ツ の 縦 中 心 面 に 平 行 な 概 ね 垂 直 な 平 面
内 で 再 度 可 能 と す る よ う に 、 垂 直 方 向 に 変 位 し 得 る 。
仏 国 特 許 第 Ａ － ２ ４ ３ ３ ３ １ １ 号 明 細 書 に お い て は 、 脚 部 ピ ー ス と シ ェ ル と の 間 の 横 ヒ ン
ジ 結 合 軸 が 、 縦 軸 の 周 り に 回 転 し 得 る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
縦 中 心 面 （ Ｍ ） を 基 準 と し て 内 側 の 区 域 （ Ｚ Ｉ ） 及 び 外 側 の 区 域 （ Ｚ Ｅ ） を 有 す る 、 例 え
ば 、 ス ケ ー ト や 滑 降 ス キ ー 用 の 、 ス ポ ー ツ 靴 で あ っ て 、
脚 部 ピ ー ス （ ２ ０ ） は 、 シ ェ ル （ １ ０ ） の 上 方 に 延 在 す る 部 分 （ １ ２ ） に 重 な っ て 配 列 さ
れ て お り 、
こ の 部 分 （ １ ２ ） は 、 脚 部 ピ ー ス （ ２ ０ ） が 中 心 面 （ Ｍ ） に 沿 っ て 規 制 さ れ た 振 幅 の 撓 み
運 動 を そ の 周 り で 行 う こ と が で き る 軸 を 画 成 し て い る 、 部 分 （ １ ２ ） に 結 合 さ れ て い る 、
調 節 可 能 な ヒ ン ジ 結 合 手 段 （ ５ ２ 、 ５ ３ ） を 有 し 、
使 用 者 が 必 要 と す る 時 、 前 記 軸 が 中 心 面 （ Ｍ ） に 直 交 す る 水 平 面 上 に あ る 、 少 な く と も ２
つ の 異 な る 角 度 位 置 （ Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ ） を 取 り 得 る よ う に 、 脚 部 ピ ー ス （ ２ ０ ）
の 外 面 上 の 前 記 重 な り 区 域 （ Ｚ Ｉ 、 Ｚ Ｅ ） 各 々 に は 、 選 択 的 挿 入 を 許 し 、 次 に ヒ ン ジ 結 合
手 段 （ ５ ２ 、 ５ ３ ） の 少 な く と も １ つ を 、 シ ェ ル （ １ ０ ） の 前 記 上 方 に 延 在 す る 部 分 （ １
２ ） に 設 け ら れ て い る 嵌 合 座 （ ３ ３ 、 ３ ４ 、 ３ ５ 、 ３ ６ ； ３ ７ ； ３ ４ ’ 、 ３ ６ ’ ） の い ず
れ か １ つ に ロ ッ ク す る 手 段 （ ４ ２ 、 ４ １ ； ４ ７ ） が 設 け ら れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る ス ポ ー ツ 靴 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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